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Ⅲ 調査票の設計 

 

郵送調査の設問は、基本的には面接調査で使用したものと同じであるが、郵送調査であることを

考慮し、設問文やレイアウトを一部変更している。 

作成に当たり、対象者が回答しやすいように、面接調査で用いた調査票から以下の点を修正した。 

 

（１）挨拶文書の簡略化 

・封入物を減らすために、依頼状等は作成せずに調査票の冒頭に挨拶文を記載しているが、内

容を簡略化し、重要な部分を目立つようにした。 

 

（２）レイアウトの変更 

・二段編集にすることで、調査票のページ数が約半分になるようにした。 

・線や囲みをできる限り入れないことで、分岐設問の矢印が目立つようにした。 

かわりに、設問文をゴシック・選択肢を明朝（選択番号はゴシック）とすることで、設問文と

選択肢の違いがはっきりわかるようにした。 

・回答選択肢はすべて一列に並べ、二段組みにならないようにした。 

 

（３）表記の変更 

・設問の「Ｑ・ＳＱ・Ｆ」など対象者が理解できない文字は使用せず、「問」に全て統一し、

フェイスシートも含め最後まで連番とした。 

 

（４）その他 

・調査票は、上質紙のクリーム色を使用した。 

・提出期限の締め切り後に発送した督促調査票は、上質紙のピュアピンク色を使用した。 

・調査票の末尾に「調査についての意見・要望等」の自由記入欄を設けた。 

・調査票は、Ａ３用紙二つ折りの中綴じとし、最終ページは空白とした。 

 

 

◎ 25 年度郵送調査の調査票からの変更点 

 

（ⅰ）選択肢の掲載順序 

問 17 及び 18は選択肢の数が 25肢と多く、複数回答の質問であるので選択肢の順序による回

答への影響が懸念された。そこで 26年度郵送調査では、面接調査と同じ順序である調査票（調

査票Ａ）と「その他」以外の選択肢の順序を逆にした調査票（調査票Ｂ）の２種類の調査票を

それぞれ 1,500票作成し、調査対象者にはいずれか一方を送付した。 
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（ⅱ）選択肢の追加 

回答内容の本人確認を行うための問 39について、代理記入と代理回答を区別して把握するこ

とを目的として、25年度郵送調査では「２．代理の方」としていた選択肢を、26年度郵送調査

では「２．ご本人様のご意見を代理の方が記入」、「３．代理の方（代理の方のご意見を記入）」

の２つに分けて質問した。 

 

■26 年度郵送調査            ＜参考 25年度郵送調査＞ 
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■調査票Ａ 
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■調査票Ｂ（調査票Ａと異なる箇所のみ） 

３ページ右側                 ４ページ左側 

   


